
ン
ト
を
超
え
る
と
財
政
構
造
の

弾
力
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
今
回
百
パ
ー

セ
ン
ト
を
越
え
た
こ
と
は
、
歳

入
の
経
常
財
源
だ
け
で
は
、
歳

出
の
経
常
経
費
を
賄
い
き
れ
ず
、

不
足
額
に
つ
い
て
は
臨
時
的
な

収
入
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た

要
因
に
つ
い
て
は
、
市
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
が
減
少
し
、
大

手
企
業
の
市
外
転
出
、
繰
出
金

や
扶
助
費
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ

る
。
今
後
も
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
歳
入
の
確
保
と
歳
出

の
抑
制
に
努
め
、
実
の
あ
る
改

革
を
進
め
た
い
。

桐
生
市
の
ご
み
の
減
量
化
施

策
へ
の
取
り
組
み
は
、「
桐
生

市
ご
み
減
量
化
推
進
協
議
会
」

を
中
心
に
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
生

解
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

七
月
に
広
域
調
整
室
を
設
置
し
、

み
ど
り
市
と
協
調
し
て
行
政
事

務
現
況
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

経
常
収
支
比
率
は
、
市
税
な

ど
毎
年
経
常
的
に
収
入
が
あ
り

自
由
に
使
え
る
財
源
が
、
人
件

費
や
扶
助
費
な
ど
経
常
的
に
支

出
さ
れ
る
費
用
に
充
当
さ
れ
る

割
合
を
見
る
指
標
で
、
財
政
構

造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標

と
な
っ
て
お
り
、
八
十
パ
ー
セ

合
併
の
効
果
は
、
利
用
で
き

る
公
共
施
設
の
増
加
、
工
業
適

地
選
定
や
定
住
促
進
施
策
な
ど

多
様
な
施
策
が
可
能
に
な
る
な

ど
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ

る
効
果
が
挙
げ
ら
れ
る
。
問
題

点
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
規

模
が
大
き
く
な
る
と
き
め
細
か

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
く

な
る
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

特
に
そ
の
よ
う
な
話
し
は
聞
い

て
い
な
い
。
な
お
、
飛
び
地
の

６

市
内
の
交
差
点
、
信

号
機
に
お
い
て
、
交
通
実
情
に

対
応
で
き
て
い
な
い
場
所
が
見

受
け
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

相
生
町
一
丁
目
十
四

番
地
付
近
の
交
差
点
に
つ
い
て

は
、
通
常
の
信
号
機
に
変
更
す

る
趣
旨
を
桐
生
警
察
署
に
伝
え

た
い
。
ま
た
、
新
宿
三
丁
目
県

道
桐
生
新
田
木
崎
線
と
新
宿
通

り
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
二
つ

の
交
差
点
が
接
近
し
過
ぎ
て
い

る
の
で
信
号
機
の
設
置
は
難
し

く
、
車
両
停
止
禁
止
ゾ
ー
ン
の

路
面
表
示
の
補
修
や
注
意
喚
起

の
看
板
の
設
置
を
土
木
事
務
所

や
地
元
町
会
と
協
議
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

危
険
な
信
号
機
交
差
点
の
解
消

質
問

答
弁

（
相
生
町
一
丁
目
の
交
差
点
）

笹
井

重
俊
（
日
本
共
産
党
）

ご
み
処
理
容
器
の
購
入
補
助
の

ほ
か
、
買
い
物
袋
持
参
運
動
の

推
進
、
再
生
資
源
集
団
回
収
事

業
の
推
進
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
、
平
成
十
八
年
度
の
集
団

回
収
事
業
に
つ
い
て
は
、
登
録

団
体
数
百
六
十
三
団
体
で
、
実

施
回
数
七
百
八
十
六
回
、
総
回

収
量
二
千
五
百
六
十
三
ト
ン
に

上
り
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
に
貢
献
し
て
お
り
、
登
録

団
体
数
、
実
施
回
数
、
総
回
収

量
と
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
平

成
十
八
年
四
月
か
ら
一
部
施
行
、

十
月
か
ら
の
全
面
施
行
と
な
り
、

原
則
一
割
負
担
導
入
に
伴
う
利

用
者
負
担
の
増
加
な
ど
か
ら
不

安
の
声
が
上
が
り
、
桐
生
市
で

も
説
明
会
を
開
催
し
て
円
滑
な

施
行
に
努
め
て
き
た
。
特
に
地

域
生
活
支
援
事
業
に
お
い
て
は
、

負
担
を
よ
り
少
な
く
す
る
た
め
、

移
動
支
援
や
日
中
一
時
支
援
に

お
い
て
は
積
極
的
な
給
付
に
心

掛
け
、
相
談
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
つ
い
て
も
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
の
基
盤
づ
く
り
と
捉
え
、
整

備
を
進
め
て
き
た
。
今
後
も
、

利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
努
め
て
い
き
た
い
。

合
併
の
効
果
と

現
状
の
問
題
点
は

経
常
収
支
比
率
に

つ
い
て
は

ご
み
減
量
対
策
に

つ
い
て
は

障
害
者
福
祉
に
つ

い
て
は
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は
、
総
延
長
四
千
八
百
六
十
一

メ
ー
ト
ル
の
路
線
で
あ
り
、
平

成
十
八
年
度
に
測
量
調
査
設
計

を
行
い
、
進
ち
ょ
く
率
は
事
業

費
ベ
ー
ス
で
約
三
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
十
六
年
か
ら
始
ま
っ
た

群
馬
県
若
者
就
職
セ
ン
タ
ー
事

業
、
通
称
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」

は
、
開
設
以
来
予
想
を
上
回
る

高
い
利
用
率
を
集
め
て
お
り
、

平
成
十
八
年
度
の
来
所
者
七
千

二
百
七
十
一
人
、
就
職
紹
介
千

七
十
六
件
、
就
職
者
数
五
百
四

十
四
人
と
な
っ
て
い
る
。
特
に

平
成
十
九
年
度
か
ら
は
、
事
業

主
体
が
国
か
ら
群
馬
県
に
移
管

さ
れ
、
今
後
の
自
立
化
に
向
け

て
地
元
企
業
な
ど
を
積
極
的
に

参
入
さ
せ
る
方
式
が
取
ら
れ
て

お
り
、
桐
生
市
に
お
い
て
も
地

元
産
業
界
と
の
関
わ
り
の
強
い

北
関
東
産
官
学
研
究
会
が
県
と

連
携
し
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
事
業

の
一
端
を
担
っ
て
お
り
、
側
面

か
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
。

桐
生
市
の
林
業
経
営
の
現
状

は
、
木
材
価
格
の
低
迷
や
林
業

従
事
者
の
減
少
な
ど
課
題
が
多

く
、
群
馬
県
や
森
林
組
合
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
し
た
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
化
支
援
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
林

業
従
事
者
の
確
保
と
継
続
雇
用

の
た
め
の
福
利
厚
生
支
援
や
林

業
整
備
活
動
支
援
交
付
金
制
度

に
よ
る
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い

る
。
そ
の
他
、
平
成
十
九
年
度

か
ら
三
世
代
で
居
住
す
る
た
め

の
木
造
住
宅
を
建
設
す
る
人
を

対
象
に
桐
生
の
木
家
づ
く
り
助

成
制
度
を
始
め
、
更
な
る
林
業

振
興
に
努
め
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
、

学
習
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め

小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
に
各

三
台
、
幼
稚
園
保
育
室
に
各
二

台
、
商
業
高
校
の
普
通
教
室
に

各
四
台
の
設
置
を
平
成
十
六
年

度
か
ら
計
画
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
平
成
十
九
年
六
月
に
商

業
高
校
の
普
通
教
室
へ
の
設
置

に
よ
り
、
本
事
業
は
完
了
し
た
。

扇
風
機
設
置
効
果
は
好
評
を
博

し
て
お
り
、
学
習
環
境
の
向
上

に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

平
成
十
七
年
度
、
平
成
十
八

年
度
の
二
年
間
で
作
成
し
た
水

道
再
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
計

画
内
容
は
、「
お
い
し
い
」「
活

力
」「
安
全
」
の
実
現
を
目
指
し
、

元
宿
浄
水
場
の
早
急
に
対
策
が

必
要
な
機
械
設
備
の
更
新
な
ど

の
五
年
後
を
目
標
に
し
た
短
期

計
画
、
桐
生
川
水
源
施
設
の
整

備
計
画
の
十
年
後
を
目
標
に
し

た
中
期
計
画
、
集
中
監
視
シ
ス

テ
ム
構
築
の
整
備
を
計
画
す
る

な
ど
の
二
十
年
後
を
目
標
に
し

た
長
期
計
画
の
三
段
階
で
計
画

を
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
水
道
事
業
の
指
針
と

な
る
計
画
で
あ
る
。

主
要
地
方
道
前
橋
大
間
々
桐

生
線
と
、
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の

森
へ
の
南
側
か
ら
の
入
り
口
と

な
る
道
路
が
交
差
す
る
新
川
交

差
点
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、

交
差
点
部
道
路
幅
員
が
十
二
・

七
五
メ
ー
ト
ル
、
一
般
部
幅
員

が
九
・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
改
良

延
長
二
百
三
十
八
メ
ー
ト
ル
の

路
線
で
あ
り
、
平
成
十
八
年
度

は
用
地
買
収
及
び
工
事
が
実
施

さ
れ
、
進
ち
ょ
く
率
は
事
業
費

ベ
ー
ス
で
約
六
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
り
、
平
成
二
十
年
度
完

成
向
け
て
努
力
し
て
い
る
。
ま

た
、
桐
生
広
域
と
前
橋
広
域
を

結
ぶ
南
部
幹
線
道
路
新
設
工
事

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に

つ
い
て
は

林
業
の
振
興
策
に

つ
い
て
は

普
通
教
室
扇
風
機

設
置
事
業
に
つ
い

て
は

水
道
再
生
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
は

新
里
町
の
道
路
整
備

事
業
に
つ
い
て
は

ジョブカフェぐんま

元宿浄水場

新川交差点


